
 

加藤内科 広報新聞 ５月号 
 

吹く風も夏めいてきましたが、いかがお過ごしでしょうか。 

朝と夜の気温差が大きいので、体調管理には十分お気を付けください。 

 

 

 

 

 

これからの時期、めまいが生じる方が増えてきます。それには、気圧との関係があります。 

 

人間の身体には、気圧の変化に対応する大事な器官が内耳にあり、外気との圧力の調整をうまく 

おこなっている重要な役目を果たしています。 

人によって異なりますが、一般的にその人がいる場所の気圧が変化すると、 

それらの器官が働き始め、症状として“めまい”が生じることがあるのです。 

 

気象の変化によって“めまい”が生じるのも、この気圧が関係しています。 

従って、天気が変わりやすく、気圧の変化が激しい季節の変わり目や、梅雨、台風が多い時期に 

めまいを訴える方が多くみられるのです。 

 

また、原因は「ストレス」とも言われています。 

春からの新生活にうまく対応できなかったり、疲れがたまる時期がこのゴールデンウィーク明けから 

６月にかけて…と言われています。 

気象の変化とストレス、この２つが重なるとめまいの方が増えるのも仕方のないことかもしれません。 

上記のめまいは、耳鼻咽喉科の受診をお願いいたします。 

 

また、心の病気でめまいが生じることもあります。 

通院している医療機関がある場合は、まずはかかりつけ医に相談することをお勧めします。 

 

そして、ごく稀にめまいには脳卒中など、一刻を争うこともあります。 

「経験のない激しい頭痛」 

「手足がしびれる」 

「舌がもつれ、呂律が回らない」 

「意識が薄れる」 

「激しい嘔吐を繰り返す」 

「視野が暗くなったり狭くなったりする」 

などの症状が、めまいと同時にある場合は、  

すぐに救急車を呼んでください。 

 

 



「かくれ脱水」にご注意ください。
 

 

“夏は水分補給！”と思っている方はたくさんいると思いますが、 

梅雨のじめじめしている時期も、水分補給に気をつけなければいけません。 

 

「かくれ脱水」とは、脱水症状の一歩手前で、本人が気付かないうちに体内の水分が足りなくなり、 

自覚症状が無いのが特徴です。 

脱水症状は暑いカンカン照りの太陽の下だけでなく、梅雨のじめじめした日にも、かいた汗が蒸発 

しにくいために体温が下がらず、気付けば進行してしまう…という事もあります。 

 

かくれ脱水チェック 

□ 以前よりも皮膚の張りがなくなった 

□ 皮膚が乾燥している 

□ 手の甲をつまんで離した後、つまんだ跡が３秒以上残る 

□ 靴下のゴムの跡が長時間残る 

□ 便秘がちになった（下剤を使う頻度が増えた） 

□ 口の中が粘つくようになった 

□ つばが少なく、ゴクンと飲み込めなくなった 

□ 日当たりのいいところ、または屋外にいる時間が長い 

□ 風通しの悪い室内でいることが多い 

□ 利尿剤を内服している 

□ 冷たい食べ物や飲み物を好むようになった 

□ トイレが近くなるのが嫌で、水分補給を控えている 

 

 

チェック項目にあてはまる方は、注意が必要です。 

※チェック項目はあくまで目安です。 

該当しなくても、かくれ脱水になっている可能性もあります。また、別の病気の可能性もあります。 

 

かくれ脱水は高齢者に多くみられますが、若い方でも夏バテや二日酔いの時に起こります。 

脱水症状は、気付いた時にはもう中度の症状になっている・・・という危険がありますので、 

意識してこまめな水分補給が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回発行 ⇒ ６月２０日予定  

規則正しい生活を心がけ、体調管理をしっかりとし、 

気分もどんよりしてしまいがちな梅雨の時期を乗り越え、 

暑い夏を迎えられるようにしましょう。 


